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　M. Levy, B.A. Weitz and D. Grewal（20１2）は、「小売業は、彼らの個人的な使用あるいは家
族での使用のために、消費者に販売される製品やサービスに価値を付け加える一組のビジネス
活動である」としている（2）。この定義のなかの、小売業の業務遂行が付加価値を生み出すとい
う点については、後で検討することにしよう。そして、小売業者について、Levy, Weitz and 
Grewal（20１2）は、「その個人的な使用や家族の使用のために、製品及び／あるいはサービス
を販売するビジネスである」としている（３）。










　A.T. Coughlan, E. Anderson, L.W. Stern and A.I. El-Ansary（200１）は、「小売業は、財や
サービスを、個人的な消費のために、最終顧客に販売するのに関わる活動からなるものである」
としている（８）。









Brittain（2004）やLevy, Weitz and Grewal（20１2）がサービス小売業という用語を用いてい
ることから分かるように、理髪店、美容院、クリーニング店等の消費者向けのサービス業も小
売業の中に含められていることである（１0）。




　Levy, Weitz and Grewal（20１2）は、サービス製品（商品）を取り扱う小売業のことをサー
ビス小売業としたうえで、小売業としてサービス製品（商品）を提供する事業者のことをサー
ビス小売業者と呼んでいる（１2）。そしてLevy, Weitz and Grewal（20１2）は、サービス小売業者
として、航空会社、ホテル、銀行、保険会社、外食企業、フィットネス、不動産、保育所、教
育（大学）、クリーニング店、自動車修理業、宅配サービス等の様々なものを挙げている（１３）。
　Levy, Weitz and Grewal（20１2）が挙げているものに基づいてサービス小売業というものを
理解すると、消費者向けサービスを提供しているあらゆるサービス業がサービス小売業になっ





　ここで、Levy, Weitz and Grewal（20１2）のサービス小売業に関する議論の問題点を指摘す
ることにしよう。


































































































































































































































































　L.W. Stern and A.I. El-Ansary（１9７７）は、①サイクル論、②弁証法的過程、③真空論、④
危機変化モデルの4つがあるとしている（2３）。


























































































（ １ ） サービス小売業については、次を参照のこと。Cox and Brittain (2004), p.１9. Levy, Weitz and Grewal 
(20１2), pp.５６-５9.
（ 2 ） Levy, Weitz and Grewal (20１2), p.７.
（ ３ ） Ibid., p.７.
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（ ６ ） Ibid., p.３.
（ ７ ） Ibid., p.３.
（ ８ ） Coughlan, Anderson,Stern and El-Ansary (200１), p.３90.
（ 9 ） Bowersox and Cooper (１992), p.4６.
（１0） Cox and Brittain (2004), p.１9. Levy, Weitz and Grewal (20１2), pp.５６-５9.
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（１３） Ibid., p.５７.
（１4） Cox and Brittain (2004), p.4.
（１５） Ibid., p.4.
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